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に 

  

こ
の
調
査
概
報
は
、
土
木
工
事
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
に
先
立
ち
、
記
録
保
存
の
措
置
を
図
る
た
め
、
緊
急
発
掘
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
こ
の
調
査
結
果
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

本
調
査
に
あ
た
ら
れ
た
塩
釜
女
子
高
等
学
校
教
諭
後
藤
勝
彦
氏
を
始
め
、
調
査
員
各
位
、
地
元
協
力
者
等
の
ご
協
力
に
対
し
深

く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

 

昭
和
四
十
三
年
三
月 

   
宮
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

 
 
 

安 

倍 

辰 

夫



 

二
、
調

査

期

日 
 
 

自
昭
和
四
二
年
八
月 

九
日 

一
、
遺

跡

名 
 
 

桃
生
郡
河
北
町
北
境
久
保
四
、
八
、
一
〇
、
一
一
、
一
二
、
一
四
、
一
五
、
一
六
番
地 

所
在 

南
境
貝
塚 

五
、
調
査
補
助
者
及
協
力
者 

 
 

白
石
市
小
原
小
学
校
教
諭 

 
 
 
 
 

後 
 
 

藤 
 
 

利 

喜 

郎 

三
、
調

査

者 
 
 

宮
城
県
教
育
委
員
会 

四
、
調

査

担

当

者 
 
 

日
本
考
古
学
協
会
員 

塩
釜
市
塩
釜
第
二
中
学
校
教
諭 

 
 
 

今 
 
 

泉 
 
 

武 
 
 

男 

伊
具
郡
大
内
小
学
校
教
諭 
 
 
 
 
 

斎 
 
 

藤 
 
 

良 
 
 

治 

至
昭
和
四
二
年
八
月
二
四
日 

宮
城
教
育
大
学
学
生
、 

 

福
島
大
学
学
生
、 

明
治
大
学
学
生 

宮
城
教
育
大
学
日
本
史
研
究
部
々
員 

宮
城
県
志
津
川
高
等
学
校
教
諭 

 
 
 

芳 
 
 

賀 
 
 

良 
 
 

光 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
教
諭 

 
 

槙 
 
 
 
 
 
 

要 
 
 

照 

宮
城
県
田
尻
高
等
学
校
教
諭 

 
 
 
 

平 
 
 

沢 
 
 

英 

二 

郎 

宮
城
県
塩
釜
女
子
高
等
学
校
教
諭 

 
 

後 
 
 

藤 
 
 

勝 
 
 

彦 

東
北
学
院
大
学
考
古
学
研
究
部
々
員 

石
巻
高
等
学
校
人
文
科
学
部
員 

石
巻
市
渡
波
中
学
校
教
諭 

 
 
 
 
 

木 
 
 

村 
 
 

敏 
 
 

郎 

河
北
町
南
境
貝
塚
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文
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三
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緊
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発
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調
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六
、
調

査

概

要 
と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
一
年
八
月
頃
、
当
貝
塚
の
西
側
が
北
上
川
改
修
工
事
に
と
も
な
っ
て
土
取
さ
れ
、
地
主
は
こ
の
土
取
り
に
と
も
な
っ
て
、
開
田
を
実
行
し
ょ
う
と
し
た
が
、

地
方
研
究
者
に
よ
っ
て
開
田
に
よ
る
南
境
貝
塚
破
壊
が
訴
え
ら
れ
、
県
教
委
文
化
財
係
が
重
大
視
し
て
筆
者
に
そ
の
破
壊
状
況
の
視
察
調
査
を
委
託
し
た
。
そ
の
結
果
、
工
事
の

中
止
、
開
田
計
画
の
延
期
を
説
得
、
重
要
な
貝
塚
で
も
あ
り
、
そ
の
上
、
貝
塚
の
破
壊
も
貝
塚
の
約
半
分
に
亘
っ
て
い
た
の
で
、
緊
急
調
査
を
実
施
し
て
記
録
保
存
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
筆
者
が
担
当
し
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。 

南
境
貝
塚
は
仙
台
湾
沿
岸
貝
塚
群
の
中
で
環
状
貝
塚(

馬
蹄
形
貝
塚)

群
に
属
し
、
松
島
湾
岸
の
宮
戸
島
貝
塚
、
大
木
囲
貝
塚
、
西
ノ
浜
貝
塚
、
北
上
川
流
域
の
あ
の
有
名
な
沼

津
貝
塚
と
と
も
に
調
査
歴
の
あ
る
古
典
的
貝
塚
で
あ
る
。
特
に
、
当
貝
塚
は
陸
前
地
方
縄
文
文
化
後
期
初
頭
文
化
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
当
貝
塚
出
土
の
あ
る
土
器
型
式
に

南
境
式
と
命
名
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。 

こ
の
一
連
の
発
掘
調
査
に
は
当
貝
塚
所
有
地
主
の
日
野
太
郎
右
エ
門
、
日
野
勉
、
日
野
賢
弥
、
日
野
拓
治
、
菊
地
清
雄
、
板
橋
多
門
及
び
河
北
町
教
育
長
阿
部 

昇
一
各
氏
の

開
田
計
画
の
延
期
な
ど
文
化
財
保
護
へ
の
多
大
の
協
力
と
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
こ
の
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
え
た
の
で
あ
る
。
深
く
感
謝
申
上
げ
る
。
ま
た
、
こ
の
調
査
期
間
中
、

文
化
財
保
護
委
員
会
か
ら
坪
井
清
足
氏
の
視
察
が
あ
り
、
種
々
の
指
導
、
助
言
を
受
け
た
。
謝
意
を
表
す
る
。 

 

今
回
は
こ
の
第
三
次
緊
急
調
査
に
つ
い
て
の
調
査
概
報
で
あ
る
。
整
理
が
完
全
に
終
っ
て
い
な
い
の
で
調
査
経
過
を
中
心
と
し
た
概
報
と
し
た
。 

最
後
に
な
っ
た
が
、
こ
の
一
連
の
南
境
貝
塚
調
査
に
つ
い
て
は
調
査
終
了
と
同
時
に
本
報
告
を
作
成
し
、
調
査
担
当
者
と
し
て
の
責
任
を
果
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

二
、
貝
塚
の
位
置
（
第
一
図
・
写
真
１
） 

一
、
ま 

え 

が 

き 

塩
釜
高
等
学
校
生
徒 

塩
釜
女
子
高
等
学
校
社
会
部
員 
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  (

１) 

調 

査 

経 

過 

貝
塚
は
河
北
町
北
境
久
保
四
～
一
六
番
地
に
あ
る
。
詳
し
く
は
石
巻
駅
か
ら
北
に
四
キ
ロ
、
河
北
町
二
俣
中
学
校
よ
り
南
に
同
じ
く
四
キ
ロ
の
位
置
に
あ
る
。
標
高
は
ほ
ゞ
一

五
メ
ー
ト
ル
で
西
に
標
高
一
七
三
・
六
メ
ー
ト
ル
の
南
境
金
山
を
持
つ
丘
陵
が
北
上
川
と
平
行
し
て
南
北
に
横
た
わ
り
、
東
側
に
は
北
上
山
系
の
南
西
端
、
標
高
三
四
七
・
五
メ

ー
ト
ル
の
籠
峰
山
を
後
背
地
に
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
丘
陵
か
ら
の
び
る
ゆ
る
や
か
な
丘
陵
の
鞍
部
に
発
達
し
た
の
で
あ
る
。 

貝
塚
は
こ
の
鞍
部
の
南
北
両
斜
面
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
斜
面
の
前
面
は
標
高
約
三
メ
ー
ト
ル
の
低
地
で
入
江
状
に
水
田
が
開
け
て
い
る
。
南
斜
面
の
前
面
（
南
境
側
）
に
は

最
近
ま
で
沼
が
現
存
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。 

八
月
一
〇
日 

 
(

雨
後
晴) 

八
月
九
日 

 
 

(

晴) 

現
在
、
こ
の
鞍
部
の
低
地
を
飯
野
川
―
―
石
巻
間
の
県
道
が
通
っ
て
お
り
、
貝
塚
は
石
巻
方
面
か
ら
く
る
と
右
側
に
な
る
の
で
あ
る
。 

南
境
貝
塚
は
石
巻
市
（
旧
稲
井
町
）
南
境
か
ら
桃
生
郡
河
北
町
（
旧
二
俣
）
北
境
久
保
に
わ
た
る
長
軸
約1

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
環
状
貝
塚
で
あ
る
。 

昭
和
四
二
年
の
第
三
次
調
査 

調
査
区
域
の
草
刈
、
発
掘
区
の
設
定
。
春
の
第
二
次
調
査
と
し
て
西
側
か
ら
１
～
１
５
、
南
側
か
ら
Ａ
～
Ｚ
の
二
メ
ー
ト
ル
巾
の
区
が
設
定
し
て
あ
っ
た
の
で
、
８
ト
レ

ン
チ
、
９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
、
１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
、
１
４
・
１
５
ト
レ
ン
チ
の
四
発
掘
区
を
設
け
た
。
こ
の
外
に
、
春
の
第
二
次
調
査
の
時
の
石
組
遺
構
を
再
発
掘
す

る
こ
と
に
し
た
。 

８
ト
レ
ン
チ
、
北
側
の
Ｐ
ー
Ｔ
を
中
心
に
掘
り
下
げ
る
。
Ｓ
Ｔ
で
混
土
貝
層
が
あ
る
。
攪
乱
層
で
第
一
層
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
こ
の
下
部
に
黒
土
層
が
あ
り
、
縄
文
晩

期
大
洞
Ｃ
１

が
中
心
で
あ
り
、
こ
の
黒
土
層
下
部
よ
り
一
括
土
器
が
八
ヶ
体
分
出
土
し
た
。 

各
ト
レ
ン
チ
共
に
表
土
剥
離
作
業 

テ
ン
ト
の
設
営
、
ベ
ル
コ
ン
の
搬
入 

三
、
調
査
の
経
過
と
そ
の
概
要 

 
(

第
二
図) 
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八
月
一
一
日 

 
(

雨
後
晴) 

１
４
・
１
５
ト
レ
ン
チ
、
１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
と
同
じ
よ
う
に
、
第
一
貝
層
下
に
第
一
混
土
層
が
あ
り
、
こ
の
層
か
ら
石
積
様
の
遺
構
を
検
出
す
る
。
第
一
混
土
層
下

は
褐
色
土
層
が
堆
積
す
る
。
第
一
貝
層
は
ハ
マ
グ
リ
主
体
で
、
バ
イ
の
混
入
が
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
。 

８
ト
レ
ン
チ
、
Ｑ
Ｒ
で
攪
乱
層
が
七
〇
～
八
〇
セ
ン
チ
も
あ
り
、
こ
の
下
部
に
魚
骨
を
多
量
に
含
む
層
が
あ
り
、
つ
い
で
ハ
マ
グ
リ
主
体
の
混
土
貝
層
、
続
い
て
魚
骨
を

含
む
ハ
マ
グ
リ
混
土
貝
層
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
Ｓ
Ｔ
で
黒
土
層
が
北
に
三
〇
度
傾
斜
し
て
い
た
。
出
土
土
器
は
黒
土
層
の
上
部
で
縄
文
晩
期
大
洞
Ｃ
１

併
行
の
も
の
、

続
い
て
、
瘤
突
起
の
あ
る
宮
戸
Ⅲ
式
、
黒
土
下
部
で
は
宮
戸
Ⅱ
式
併
行
の
も
の
が
出
土
し
、
そ
の
下
部
の
ハ
マ
グ
リ
混
土
貝
以
下
は
宮
戸
Ⅰ
式
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
模

様
で
あ
る
。 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
、
前
日
の
第
二
混
土
層
は
上
層
と
下
層
に
分
離
で
き
た
。
上
層
は
破
砕
貝
片
が
多
く
、
黒
土
が
ま
じ
り
、
一
般
に
さ
ら
さ
ら
し
て
お
り
、
一
括
土

器
は
少
な
く
破
片
も
小
さ
い
。
炭
化
物
も
多
い
。
出
土
土
器
型
式
も
晩
期
大
洞
Ｃ
よ
り
宮
戸
Ⅰ
式
、
更
に
早
期
末
の
も
の
な
ど
ま
じ
っ
て
い
る
。
特
に
大
洞
Ｃ
の
混
入
な
ど

に
よ
り
第
二
次
堆
積
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
下
層
は
Ｐ
区
で
深
く
落
ち
こ
む
。
黄
色
の
岩
く
ず
混
入
し
て
い
て
、
上
層
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
硬
い
。
上
下
層
の

境
界
に
炭
化
物
が
非
常
に
多
い
。
Ｎ
ー
Ｏ
の
中
間
に
３
個
の
石
に
よ
っ
て
組
ま
れ
た
ピ
ッ
ト
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
ピ
ッ
ト
の
中
か
ら
焼
土
、
炭
化
物
が
他
地
域
よ
り
も
多
量

に
出
土
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
下
層
面
は
住
居
面
で
、
こ
の
石
紬
は
炉
趾
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。 

９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
、
表
土
が
浅
く
約
二
五
セ
ン
チ
あ
り
、
こ
の
下
に
第
一
混
土
層(

第
一
灰
層)

〔
昨
日
は
混
貝
灰
層
と
な
っ
て
い
る
〕
・
第
二
灰
層
・
第
二
貝
層(

マ
ガ

キ
主
体)

・
灰
層(

木
炭
、
魚
骨
を
含
む
層)

・
第
三
貝
層(
ハ
マ
グ
リ
主
体)

と
な
る
。 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
、
表
土
の
下
に
二
次
堆
積
と
考
え
ち
れ
る
第
一
混
土
層
が
あ
り
、
Ｏ
ー
Ｐ
で
非
常
に
落
ち
こ
み
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
下
部
の
混
貝
土
層
を
第
二
混

土
層
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
。 

９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
、
Ｌ
ー
Ｐ
の
表
土
が
厚
い
。
Ｏ
ー
Ｐ
を
掘
り
下
げ
る
。
縄
文
中
期
大
木
１
０
式
？
が
出
土
し
た
。
こ
の
表
土
の
下
部
に
混
貝
灰
層
が
あ
り
、
第
一
灰

層
と
呼
ぶ
。
骨
角
器
、
石
器
の
出
土
多
し
。 

１
４
・
１
５
ト
レ
ン
チ
、
Ｌ
ー
Ｎ
で
貝
層
に
あ
た
る
。
第
一
貝
層
と
す
る
。
貝
層
の
傾
斜
は
げ
し
い
。 

各
ト
レ
ン
チ
の
剥
離
作
業 
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八
月
一
三
日 

 
(

曇
時
々
雨) 

八
月
一
二
日 

 
(

晴
後
雨) 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
、
住
居
面
と
考
え
ら
れ
る
層
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
１
１
ト
レ
ン
チ
と
１
４
ト
レ
ン
チ
の
ベ
ル
ト
を
取
っ
て
五
〇
セ
ン
チ
づ
つ
東
西
に
拡
張
す
る
。

こ
の
（
１
４
）
ト
レ
ン
チ
の
拡
張
部
か
ら
新
し
く
四
枚
ほ
ど
の
石
で
組
ま
れ
た
ピ
ッ
ト
が
あ
ら
わ
れ
た
。
石
が
焼
け
て
い
な
い
。
こ
の
ピ
ッ
ト
の
内
部
か
ら
鹿
角
が
出
土
し

た
。
深
さ
は
未
定
で
あ
り
、
こ
の
ピ
ッ
ト
の
性
格
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。 

８
ト
レ
ン
チ
、
Ｔ
区
で
黒
土
層
か
上
下
層
に
分
離
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
黒
土
層
は
最
大
一
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
と
こ
ろ
さ
え
あ
る
。
上
層
は
縄
文
晩
期
大
洞
Ｃ

１

の
完
形
一
括
土
器
が
多
数
出
土
し
、
下
層
で
は
暗
褐
色
土
と
な
り
、
晩
期
大
洞
Ｂ
式
？
併
行
か
ら
瘤
付
土
器
が
散
見
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
黒
土
層
下
に
は
魚
骨
、
木
炭

が
多
い
灰
層
が
あ
り
、
後
期
宮
戸
Ⅱ
式
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。 

１
・
２
ト
レ
ン
チ
、
２
ト
レ
ン
チ
の
Ｐ
Ｑ
ピ
ッ
ト
か
ら
Ｐ
Ｒ
区
で
純
貝
層
で
三
〇
セ
ン
チ
か
ら
三
五
セ
ン
チ
あ
り
北
に
厚
く
堆
積
し
て
い
る
。
層
位
は
表
土
、
貝
層
、
黒

土
層
と
な
る
。
出
土
土
器
は
宮
戸
Ⅰ
式
の
よ
う
で
あ
る
。 

今
日
か
ら
Ｐ
Ｑ
区
を
調
査
し
た
が
第
二
灰
層
そ
の
下
に
第
二
貝
層(

ハ
マ
グ
リ
主
体)

が
あ
り
、
宮
戸
Ⅰ
式
の
土
器
片
が
出
土
し
、
ま
た
こ
の
下
層
に
灰
層
が
続
く
よ
う
で

あ
る
。 

１
・
２
ト
レ
ン
チ
、
雨
の
た
め
後
藤(

利)

を
中
心
と
し
て
か
っ
て
遠
藤
、
毛
利
氏
や
楠
本
氏
の
発
掘
区
域
で
Ｓ
ー
Ｒ
区
に
一
メ
ー
ト
ル
巾
の
ピ
ッ
ト
を
設
定
し
て
、
層
序

の
確
認
に
つ
と
め
た
。 

８
ト
レ
ン
チ
、
Ｒ
Ｓ
Ｔ
区
の
掘
り
下
げ
継
続
す
る
。
第
四
層
（
第
二
貝
層
）
ま
で
の
作
業
で
あ
る
。 

１
・
２
ト
レ
ン
チ
、
Ｓ
区
は
攪
乱
層
。
し
た
が
っ
て
南
に
ピ
ッ
ト
を
延
長
す
る
。
Ｐ
Ｑ
区
は
攪
乱
さ
れ
て
い
な
い
。
所
々
に
攪
乱
の
部
分
が
見
ら
れ
る
。 

１
４
・
１
５
ト
レ
ン
チ
、
石
積
の
検
出
に
重
点
を
お
く
。
こ
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。 

９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
、
前
日
の
作
業
の
継
続
で
あ
る
が
、
第
三
貝
層
下
に
第
三
灰
層
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
第
三
貝
層
は
大
木
１
０
式
併
行
の
よ
う
で
あ
る
。 

前
日
と
同
じ
よ
う
な
作
業
の
継
続
で
あ
る
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
ト
レ
ン
チ
で
層
序
及
び
遺
構
の
広
が
り
を
確
認
す
る
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。 
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八
月
一
六
日 

 
(

曇
後
晴) 

八
月
一
五
日 

 
(

曇
時
々
雨) 

八
月
一
四
日 

 
(

小
雨
後
曇) 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
、
石
組
遺
構
の
広
が
り
を
見
る
た
め
、
１
４
ト
レ
ン
チ
と
連
続
す
る
。
炉
址
と
考
え
ら
れ
た
石
組
の
西
側
に
柱
穴
様
の
ピ
ッ
ト
が
四
個
な
ら
ぶ
様

で
あ
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
南
北
ほ
ゞ
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
住
居
址
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。 

９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
、
Ｏ
区
で
の
第
二
貝
層
と
第
三
貝
層
は
Ｐ
区
で
は
一
緒
に
な
っ
て
切
れ
て
し
ま
う
。
続
い
て
第
三
灰
層
を
剥
離
す
る
。
魚
骨
、
木
炭
、
遺
物
多
し
。

骨
ヒ
、
離
頭
鈷
、
釣
針
、
棒
状
角
器
、
石
鏃
、
土
錘
多
数
で
あ
る
。 

層
位
は
Ｐ
区
で
第
一
貝
層
ま
で
、
Ｌ
区
で
は
表
土
、
シ
ジ
ミ
貝
層
、
第
一
貝
層(

ハ
マ
グ
リ
主
体)

、
破
砕
貝
混
入
黒
土
層
と
な
る
。
こ
の
第
一
貝
層
は
縄
文
中
期
末
大
木

９
～
１
０
式
に
併
行
す
る
層
の
よ
う
で
あ
る
。
破
砕
貝
混
入
層
は
条
痕
文
等
繊
維
を
含
ん
だ
早
期
末
の
型
式
の
よ
う
で
あ
る
が
不
明
で
あ
る
。 

１
４
・
１
５
ト
レ
ン
チ
、
１
４
ト
レ
ン
チ
は
斎
藤
調
査
員
担
当
の
住
居
址
関
係
調
査
の
た
め
残
し
、
１
５
ト
レ
ン
チ
を
中
心
に
剥
離
す
る
。
そ
の
結
果
、
新
し
い
何
層
か

の
層
位
を
見
だ
し
た
の
で
、
ト
レ
ン
チ
担
当
者
で
検
討
し
て
、
Ｍ
Ｎ
区
で
今
ま
で
褐
色
土
層
と
呼
ん
で
い
た
と
こ
ろ
を
、
第
二
貝
層
、
第
二
混
土
貝
層
、
第
三
貝
層
、
第
三

混
土
貝
層
と
細
分
す
る
こ
と
に
し
た
。 

８
ト
レ
ン
チ
、
第
一
貝
層(

第
四
層)

〔
ハ
マ
グ
リ
、
シ
ジ
ミ
、
カ
キ
等
〕
の
剥
離
で
終
る
。
貝
層
の
傾
斜
が
急
で
宮
戸
Ⅰ
式
併
行
の
完
形
土
器
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
も
広

が
っ
て
一
個
体
分
出
土
し
た
。 

本
日
は
雨
の
た
め
既
設
の
ト
レ
ン
チ
が
調
査
出
来
な
い
の
で
、
１
・
２
ト
レ
ン
チ
と
８
ト
レ
ン
チ
の
間
の
牧
草
地
に
３
・
４
・
５
・
６
・
７
ト
レ
ン
チ
を
新
設
し
、
各
Ｍ

Ｎ
Ｏ
と
Ｐ
Ｑ
Ｒ
Ｓ
と
し
南
に
四
区
画
を
設
定
、
調
査
責
任
者
を
き
め
て
表
土
剥
離
を
実
施
す
る
。 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
、
南
に
二
区
拡
張
し
て
黄
色
ロ
ー
ム
ま
で
掘
り
下
げ
る
。
変
化
が
な
い
。 

今
日
は
休
養
日
で
あ
る
。
調
査
の
中
間
報
告
会
を
開
き
、
調
査
の
問
題
点
、
計
画
な
ど
討
議
。 

今
日
か
ら
ま
た
も
と
の
ト
レ
ン
チ
を
調
査
す
る
。 
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９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
、
第
三
貝
層
下
の
第
三
灰
層
は
上
層
と
下
層
と
に
分
離
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
下
部
に
第
四
貝
層
、
第
四
灰
層
が
あ
り
、
続
い
て
、
厚
い
第
五
貝 



八
月
一
八
日 

 
(

晴) 

八
月
一
七
日 

 
(

晴) 

層
が
あ
り
黒
土
層
、
黄
色
ロ
ー
ム
層
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
出
土
土
器
型
式
も
第
四
貝
層
は
縄
文
中
期
大
木
１
０
式
、
第
五
貝
層
は
大
木
９
式
併
行
で
あ
る
。 

１
４
・
１
５
ト
レ
ン
チ
、
Ｌ
―
Ｏ
区
の
剥
離
。
Ｎ
で
第
四
貝
層
が
消
滅
す
る
が
、
Ｍ
Ｎ
で
多
く
の
赤
ニ
シ
が
出
土
し
た
。
こ
の
赤
ニ
シ
と
石
積
は
ど
ん
な
性
格
の
も
の
だ

ろ
う
か
、
附
近
に
獣
骨(

頭
骨)

な
ど
も
多
い
。 

層
位
の
確
認
と
遺
構
の
実
測
図
及
び
壁
面
の
実
測
図
の
作
成
。
ま
た
、
貝
塚
の
広
が
り
を
検
討
す
る
た
め
に
、
２
０
ト
レ
ン
チ
及
び
３
０
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
調
査
す

る
。 １

４
・
１
５
ト
レ
ン
チ
、
１
５
ト
レ
ン
チ
の
Ｌ
―
Ｎ
区
、
第
四
貝
層
と
第
三
混
土
貝
層
に
石
積
と
赤
ニ
シ
が
特
徴
的
に
広
が
り
を
見
せ
る
。
そ
こ
で
、
午
後
に
こ
れ
を
検

討
す
べ
く
１
６
ト
レ
ン
チ
の
Ｍ
Ｎ
区
を
新
設
し
、
石
積
遺
構
の
広
が
り
を
し
ら
べ
る
。 

９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
、
各
区
全
体
剥
離
を
い
そ
ぐ
、
特
に
、
Ｋ
Ｌ
区
の
第
五
貝
層
下
に
大
木
９
式
の
一
括
土
器
が
多
数
出
土
す
る
。
全
体
と
し
て
剥
離
調
査
の
完
了
が
間

近
か
で
あ
る
。
出
土
器
の
中
で
オ
ー
ル
状
の
鯨
骨
器
が
出
土
し
た
。
何
に
使
用
さ
れ
た
も
の
か
。 

８
ト
レ
ン
チ
、
ト
レ
ン
チ
も
一
番
長
く
、
そ
れ
に
深
い
よ
う
で
あ
る
。
今
日
は
第
一
貝
層(

第
四
層)

以
下
の
褐
色
土
貝
混
入
層(

第
五
層)

か
ら
第
二
貝
層(

第
六
層)

、
黄
褐

色
層(

第
七
層)

を
剥
離
す
る
。
Ｐ
区
の
七
層
で
は
焼
土
の
間
層
が
あ
る
。 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
、
遺
構
の
性
格
を
検
討
す
る
た
め
、
ピ
ッ
ト
、
壁
面
と
考
え
ら
れ
る
３
ヶ
所
を
精
密
に
検
討
す
る
。
特
に
、(

１
４)

・(

１
５)

ト
レ
ン
チ
の
赤
ニ
シ

石
積
遺
構
と
住
居
址
と
の
関
連
は
後
日
に
ま
わ
さ
れ
た
。 

８
ト
レ
ン
チ
、
Ｒ
Ｓ
区
の
第
五
層
、
第
６
層
に
あ
る
焼
土
層
を
剥
離
す
る
。
二
〇
セ
ン
チ
も
あ
る
。
焼
土
層
内
に
あ
る
ハ
マ
グ
リ
は
焼
け
て
灰
色
に
変
色
し
て
い
る
。
長

時
間
焼
け
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
、
住
居
面
の
整
理
と
遺
構
の
実
測
図
作
成
。 

９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
、
層
位
は
一
応
確
認
し
た
。
全
体
的
に
剥
離
が
進
め
ら
れ
た
。
第
四
貝
層
と
第
四
灰
層
は
完
全
に
大
木
１
０
式
併
行
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
を
除
い
て
、
各
ト
レ
ン
チ
と
も
層
位
を
早
く
確
認
す
る
よ
う
作
業
を
進
め
る
。 

第
三
貝
層(

第
八
層)

ま
で
進
む
。
第
一
貝
、
第
二
貝
、
第
三
貝
の
各
貝
層
が
Ｓ
Ｔ
区
で
一
緒
に
な
っ
て
し
ま
う
。 
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八
月
二
〇
日 

 
(

雨
後
晴) 

八
月
一
九
日 

 
(

晴) 

２
０
ト
レ
ン
チ
、
１
４
・
１
５
ト
レ
ン
チ
よ
り
東
の
豆
畑
に
２
×
４
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
す
る
。
南
か
ら
Ⅰ
、
Ⅱ
区
と
す
る
。
Ⅰ
区
の
南
よ
り
に
は
少
々
貝
が
見
ら
れ
る

が
、
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
等
め
ら
れ
な
い
。
黒
土
層
で
遺
物
も
薄
手
の
縄
文
晩
期
大
洞
Ｃ
１

式
で
あ
る
。 

８
ト
レ
ン
チ
、
Ｎ
―
Ｒ
区
の
第
三
貝
層(

第
八
層)
ま
で
剥
離
す
る
。
た
ゞ
し
、
Ｎ
Ｏ
区
は
黒
色
土
層(

第
九
層)

ま
で
剥
離
す
る
。
た
ゞ
、
こ
の
第
八
層
と
第
九
層
の
間
に
は

魚
骨
の
間
層
が
あ
り
、
こ
の
魚
骨
層
は
厚
い
と
こ
ろ
で
四
セ
ン
チ
に
も
お
よ
ぶ
。
小
魚
骨
で
あ
る
。 

３
０
ト
レ
ン
チ
、
１
・
２
ト
レ
ン
チ
の
西
側
下
の
豆
畑
に
２
×
４
の
ピ
ッ
ト
を
南
北
に
設
定
す
る
。
石
積
が
出
土
す
る
。
土
器
の
出
土
は
少
な
い
。
宮
戸
Ⅰ
ｂ
式
併
行
の

よ
う
で
あ
る
。
午
後
に
石
積
を
露
出
す
る
た
め
に
東
に
２
×
４
メ
ー
ト
ル
を
拡
張
し
て
石
積
遺
構
を
検
出
す
る
。
南
よ
り
に
猪
の
完
全
な
頭
骨
が
二
個
出
土
。
ま
た
、
石
積

中
か
ら
石
斧
が
二
点
出
土
し
た
。 

９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
、
特
に
、
第
五
貝
層
下
の
一
括
土
器
、
Ｋ
Ｌ
区
で
午
後
に
、
三
七
個
の
一
括
土
器
を
取
り
あ
げ
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｏ
区
で
も
第
四
貝
層
の
剥
擁
作
業
が

進
め
ら
れ
る
。
口
縁
部
を
下
に
し
た
一
括
土
器
の
出
土
が
多
い
。
Ｏ
Ｎ
区
で
朱
彩
さ
れ
た
石
が
二
個
出
土
し
た
。
石
そ
の
も
の
に
彩
色
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
二
次
的
な
も

の
な
の
か
不
明
で
あ
る
。 

１
・
２
ト
レ
ン
チ
、
Ｍ
区
で
第
一
貝
層
、
灰
層
、
第
二
貝
層
と
新
し
く
区
分
さ
れ
、
そ
の
上
、
こ
の
灰
層
を
境
に
出
土
土
器
に
変
化
が
あ
り
、
第
一
貝
層
は
宮
戸
Ｉ
ｂ
式
、

第
二
貝
層
は
大
木
１
０
式
の
よ
う
で
あ
る
。 

１
４
・
１
５
・
１
６
ト
レ
ン
チ
、
東
壁
面
の
実
測
図
作
成
。 

作
業
は
前
日
と
ほ
ゞ
同
じ
、
た
ゞ
、
本
日
、
文
化
財
保
護
委
員
会
の
坪
井
清
足
氏
、
県
社
会
教
育
課
村
上
、
志
間
両
氏
等
の
視
察
が
あ
っ
た
。 

２
ト
レ
ン
チ
Ｒ
Ｓ
区
で
一
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
と
一
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
焼
土
の
堆
積
が
あ
り
、
厚
さ
も
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
り
、
焼
け
た
貝
殻
多
数
検
出
さ
れ
た
。 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
。
壁
面
実
測
図
、
遺
構
の
実
測
図
作
成
。 

１
４
・
１
５
・
１
６
ト
レ
ン
チ
。
石
積
遺
構
の
実
測
図
の
作
成
。 

３
０
ト
レ
ン
チ
。
石
積
の
露
出
。
石
積
の
範
囲
は
か
な
り
広
く
、
約
四
メ
ー
ト
ル
四
方
に
広
が
っ
て
お
り
北
側
に
傾
斜
し
て
い
る
。 

調
査
が
終
末
段
階
に
入
っ
た
の
で
層
位
確
認
の
遅
れ
て
い
る
ト
レ
ン
チ
の
剥
離
作
業
に
全

そ
ゝ
ぐ

実
測
図
の
作

。 

力
を

。

成

８
ト
レ
ン
チ
。
全
体
的
に
第
八
層
、
第
九
層
を
掘
り
下
げ
る
。
た
だ
し
、
Ｎ
区
で
黄
色
土
層(

第
一
〇
層)
か
ら
第
四
貝
層(

第
一
一
層)

を
剥
離
す
る
。 

 8



八
月
二
一
日 

 
(

曇) 

１
５
・
１
６
ト
レ
ン
チ
は
Ｌ
Ｍ
区
の
石
積
遺
構
で
土
器
、
骨
類
を
と
り
あ
げ
る
。
一
括
土
器
が
十
五
個
分
と
り
あ
げ
る
。
こ
の

一
括
土
器
の
内
部
か
ら
石
鏃
が
検
出
さ
れ
た
。 

（
９
）
・
（
１
０
）
ト
レ
ン
チ
。
Ｋ
Ｌ
区
の
第
五
貝
層
の
一
括
土
器
の
取
り
あ
げ
と
貝
層
の
剥
離
作
業
。
こ
の
第
五
貝
層
下
の
破
砕
貝
混
入
黒
土
層
は
Ｍ
区
で
消
滅
し
、

黒
土
だ
け
と
な
る
。
第
五
貝
層
は
縄
文
中
期
大
木
９
式
で
あ
り
、
破
砕
貝
混
入
層
は
繊
維
土
器
が
散
見
す
る
。
Ｏ
区
の
朱
彩
さ
れ
た
二
個
の
石
を
含
む
石
群
の
図
を
と
る
。 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
、
住
居
面
と
考
え
ら
れ
た
面
の
北
よ
り
の
石
組
は
人
骨
に
関
係
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
人
骨
周
辺
か
ら
晩
期
大
洞

Ｃ
１

の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
住
居
遺
構
に
つ
い
て
の
年
代
は
大
木
１
０
式
以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
住
居
面
と
考
え
て
い
る
層
の
下
層
＝
第
一
混
貝
土

層
＝
は
宮
戸
Ⅰ
式
式
に
併
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
十
分
証
明
さ
れ
る
。 

１
５
・
１
６
ト
レ
ン
チ
、
引
続
き
石
積
遺
構
の
実
測
図
作
成
。 

８
ト
レ
ン
チ
を
中
心
と
し
て
調
査
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
住
居
面
を
掘
り
下
げ
開
始
。 

８
ト
レ
ン
チ
、
本
日
な
っ
て
や
っ
と
ト
レ
ン
チ
の
層
位
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
第
四
貝
層(

第
一
一
層)

か
ら
黒
土
層(

第
一
二
層)

の
剥
離
に
集
中
す
る
。
第
九
層
と

第
一
〇
層
の
間
に
薄
い
ハ
マ
グ
リ
貝
層
が
入
っ
て
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

（
注
記 

 

実
際
は
第
一
一
層
の
第
四
貝
層
で
作
業
は
終
っ
て
い
る
が
、
昭
和
四
二
年
三
月
に
第
二
次
調
査
が
あ
っ
て
、
８
ト
レ
ン
チ
が
調
査
さ
れ
て
、
第
五
貝
層(

当
時

第
二
貝
層)

の
存
在
が
判
明
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
調
査
経
過
の
８
ト
レ
ン
チ
の
第
五
貝
層
に
つ
い
て
は
記
録
さ
れ
て
い

。
第
五
貝
層
は
大
木
９
式
中
心
の
貝
層
で
あ
る
。
） 

な
い

 

ま
た
、
１
３
ト
レ
ン
チ
の
石
組
遺
構(

貯
蔵
庫
用
の
も
の)

の
東
側
に
石
棒
状
の
石
組
み
が
検
出
さ
れ
た
。
貯
蔵
庫
用
石
組
と
の

関
連
、
石
棒
状
の
石
組
の
意
味
す
る
も
の
な
ど
不
明
で
あ
る
。 

１
４
・
１
５
・
１
６
ト
レ
ン
チ
、
褐
色
土
層
に
は
、
四
五
セ
ン
チ
四
方
に
木
炭
層
が
あ
っ
て
、
ク
ル
ミ
の
炭
化
し
た
も
の
が
出

土
し
た
。 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
、
剥
離
作
業
を
進
め
る
。
各
層
の
名
称
を
変
更
す
る
。(

下
段
参
照)  

９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
、
壁
面
の
実
測
図
作
成
。 
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(

２) 

調 

査 

概 

要 

１ 

各
文
化
期
の
編
年
学
的
研
究 

２ 

各
種
遺
物
の
集
収
と
遺
跡
と
の
関
連 

要
す
る
に
今
回
の
第
三
次
調
査
は
河
北
町
側
＝
北
境
側
＝
の
畑
地
の
開
田
に
と
も
な
っ
て
の
緊
急
調
査
で
あ
り
、
北
境
側
の
遺
跡
を
記
録
保
存
の
た
め
、
全
掘
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。 

八
月
二
四
日 

 
(

晴) 

八
月
二
三
日 

 
(

晴) 

八
月
二
二
日 

 
(

曇
時
々
雨) 

調
査
は
緊
急
調
査
と
い
う
性
格
か
ら
限
度
が
あ
る
が
、
能
力
、
労
力
の
あ
る
か
ぎ
り
遺
物
の
収
集
、
遺
構
の
検
出
に
努
め
る
こ
と
に
し
た
。
特
に
、
次
の 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
、
第
三
貝
層
、
第
四
貝
層
と
二
貝
層
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
特
に
、
第
四
貝
層
の
上
部
は
シ
ジ
ミ
で
下
部
は
ハ
マ
グ
リ
の
主
体
の
貝
層
で
あ
る
。

こ
の
二
貝
層
と
も
に
大
木
１
０
式
の
よ
う
で
あ
る
。 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
、
壁
面
実
測
図
の
作
成
。
３
ー
７
ト
レ
ン
チ
の
埋
戻
し
、
今
回
も
未
調
査
地
域
が
残
る
。
遺
跡
の
撮
影
、
遺
物
の
荷
造
り
、
ベ
ル
コ
ン
運
搬
、
宿

舎
の
後
か
た
づ
け
、
五
時
、
現
地
で
南
境
貝
塚
発
掘
調
査
団
を
解
散
す
る
。 

１
２
・
１
３
・
１
４
ト
レ
ン
チ
に
集
中
し
て
作
業
を
進
め
る
。
明
日
で
作
業
終
了
で
あ
る
。
２
０
ト
レ
ン
チ
は
埋
戻
し
、
１
４
ト
レ
ン
チ
は
西
壁
面
実
測
図
を
作
成
す
る
。 

３
０
ト
レ
ン
チ
、
埋
戻
し
作
業 

８
ト
レ
ン
チ
、
実
測
図
作
成 

１
・
２
ト
レ
ン
チ
、
壁
面
の
実
測
図
作
成
作
業
。 

（
註 

 

一
一
月
～
一
二
月
に
か
け
て
、
南
境
貝
塚
の
追
加
調
査
を
実
施
し
た
。
） 

実
測
図
の
作
成
と
１
２
・
１
３
・
１
４
ト
レ
ン
チ
の
剥
離
に
全
力
を
あ
げ
る
。 

調
査
は
完
全
に
終
了
し
な
か
っ
た
の
で
、
追
加
調
査
を
後
日
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。 
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３ 

遺
構
の
検
出
と
検
討 

な
ど
を
柱
と
し
て
努
力
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
ト
レ
ン
チ
は
二
メ
ー
ト
ル
巾
と
せ
ず
、
出
来
る
だ
け
巾
の
広
い
ト
レ
ン
チ(

四
メ
ー
ト
ル
を
単
位)

を
設
定
し
た
。 

第
一
貝
層
は
木
炭
、
灰
の
混
入
が
多
く
六
〇
セ
ン
チ
も
堆
積
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
第
三
層(

褐
色
土
層)

と
は
出
土
土
器
も
違
が
っ
て
層
位
が
明
確
で
あ
る
。
続
い
て
、
第

二
貝
層
、
第
三
貝
層
が
堆
積
す
る
が
、
特
に
、
第
一
、
第
二
、
第
三
貝
層
と
も
合
流
す
る
Ｒ
Ｓ
区
で
は
赤
褐
色
の
焼
土
が
厚
さ
五
〇
セ
ン
チ
、
東
壁
南
北
二
メ
ー
ト
ル
に
広
が
る
。

こ
の
焼
土
層
の
貝
殻
は
焼
け
て
灰
色
に
変
色
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｐ
区
に
は
第
四
貝
層(

第
一
一
層)

が
あ
り
Ｍ
Ｎ
区
で
は
八O

セ
ン
チ
に
及
ぶ
と
こ
ろ
さ
え
あ
る
。
こ
の
第
四
貝
層
ま
で

の
間
に
は
、第
二
貝
層
下
の
黄
色
土
層(

第
七
層)

ま
で
は
沈
刻
線
を
主
体
と
し
た
土
器
群
が
出
土
し
て
お
り
、第
三
貝
層(

第
八
層)

と
は
明
確
に
層
位
を
分
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
第
三
貝
層
＝
Ｏ
ー
Ｒ
区
＝
か
ら
第
四
貝
層
ま
で
は
陵
線
を
主
体
と
し
た
土
器
群
が
出
土
し
て
い
る
。 

巾
二
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
大
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。
こ
の
ト
レ
ン
チ
の
設
定
の
目
的
は
開
田
さ
れ
る
北
斜
面
の
堆
積
状
態
を
し
ら
べ
て
、
各
文
化
期
の
編
年
と
堆

積
の
内
部
状
態
を
検
討
す
る
も
の
で
、
本
調
査
の
中
心
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。 

貝
の
堆
積
は
Ｊ
ー
Ｔ
ま
で
の
二
二
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
ト
レ
ン
チ
の
最
深
部
で
二
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ト
レ
ン
チ
の
層
は
五
層
も
あ

り
、
堆
積
は
相
当
複
雑
で
あ
る
。
ま
た
、
遺
物
の
保
存
も
極
め
て
良
好
で
、
そ
の
量
も
豊
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
県
内
遺
跡
と
し
て
、
学
術
上
極
め
て
貴
重
な
貝
塚

と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。 

特
記
す
べ
き
こ
と
は
第
三
貝
層
に
ほ
ゞ
一
〇
セ
ン
チ
の
魚
骨
層
が
あ
る
。
こ
の
魚
骨
は
壁
面
観
察
に
よ
る
と
、
ス
ズ
キ
、
タ
イ
、
マ
グ
ロ
等
の
魚
群
で
な
く
、
小
魚
群
の
骨
が

堆
積
し
て
黄
褐
色
を
呈
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
漁
法
を
考
え
る
手
懸
り
と
な
ろ
う
。 

堆
積
の
状
態
は
、
表
土
、
続
い
て
Ｓ
Ｔ
区
の
上
層
部
は
貝
の
堆
積
な
く
、
黒
色
層
の
遺
物
の
少
な
い
攪
乱
層
が
あ
り
、
薄
手
の
土
器
が
多
い
第
二
層
の
黒
土
層
が
二
〇
セ
ン
チ

ほ
ど
あ
る
。
し
か
し
、
西
壁
面
で
は
こ
の
黒
土
層
が
上
層
、
下
層
に
分
離
さ
れ
る
。
出
土
土
器
に
変
化
が
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
下
層
は
木
炭
、
魚
骨
な
ど
を
含
ん
だ
灰
層
で
色

調
も
褐
色
層
が
Ｓ
Ｔ
を
覆
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
層
の
黒
土
層
と
層
位
を
区
分
し
て
お
り
、
出
土
土
器
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
や
っ
と
、
Ｒ
区
で
第
一
貝
層
で
あ
る
。 

８
ト
レ
ン
チ(

第
三
図
、
写
真
２
・
３) 

貝
層
は
ハ
マ
グ
リ
主
体
で
七
層
検
出
さ
れ
、
貝
層
間
に
は
灰
層
、
魚
骨
層
、
黒
色
有
機
質
層
等
六
層
も
あ
る
。 

第
四
貝
層
下
に
は
や
ゝ
薄
い
、
灰
ま
じ
り
の
混
貝
土
層
が
あ
っ
て
、
Ｋ
Ｌ
中
心
に
第
五
貝
層
が
堆
積
し
て
い
る
。(

調
査
経
過
で
註
記
し
て
あ
る
が
第
五
貝
層
は
本
調
査
以 
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こ
う
し
て
観
察
す
る
と
、
８
ト
レ
ン
チ
は
上
層
か
ら
黒
色
土
層
の
二
層
位
、
貝
層
中
は
三
層
位
、
下
部
黒
色
土
層
の
層
位
、
都
合
六
つ
の
文
化
層
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
。
模
式
図
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

９
・
１
０
ト
レ
ン
チ 

前
に
調
査
し
た
も
の)

こ
の
第
五
貝
層
は
第
四
貝
層
よ
り
も
古
い
と
考
え
ら
れ
る
渦
巻
き
隆
線
を
中
心
と
し
た
土
器
群
が
出
土
し
時
代
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
第
五
貝
層
下
に
は

黒
色
土
層
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
Ｋ
Ｌ
区
で
は
こ
の
黒
色
土
層
に
は
破
砕
貝
が
混
入
し
、
出
土
遺
物
は
少
な
い
が
、
土
器
の
胎
土
に
繊
維
を
含
ん
だ
早
期
末
の
土
器
群
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
Ⅰ
か
ら
南
の
地
区
は
貝
堆
積
な
く
、
黒
色
土
層
の
下
は
次
第
に
黄
色
土
層
に
変
化
し
て
行
き
、
遺
物
の
出
土
も
な
い
。 

１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ(

第
４
図
、
写
真
５
・
６
・
７) 

ト
レ
ン
チ
西
壁
で
は
第
二
貝
層
は
マ
ガ
キ
が
比
較
的
多
く
、
下
層
は
ハ
マ
グ
リ
が
主
体
で
あ
る
が
、
東
壁
の
よ
う
に
識
別
が
困
難
で
分
離
で
き
な
い
。 

貝
層
は
五
貝
層
あ
り
、
８
ト
レ
ン
チ
と
あ
ま
り
大
差
が
な
い
。
特
記
す
べ
き
こ
と
は
第
四
貝
層
と
第
五
貝
層
下
部
か
ら
一
括
土
器
が
夥
し
く
出
土
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

巾
四
メ
ー
ト
ル
と
一
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
が
実
際
は
ト
レ
ン
チ
の
西
側
が
農
道
な
っ
て
お
り
、
境
界
で
も
あ
っ
た
の
で
七
五
セ
ン
チ
の
ベ
ル
ト
を
設
定
す
る
。 
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こ
の
ト
レ
ン
チ
、
最
大
の
成
果
は
、
第
二
混
土
層
下
層
が
上
層
に
比
し
て
硬
い
こ
と
、
こ
の
境
界
に
は
炭
化
物
が
多
い
な
ど
、
住
居
の
床
面
と
考
え
ら
れ
る
し
、
１
１
ト
レ
ン

チ
側
よ
り
三
ヶ
の
偏
平
な
石
で
組
ま
れ
た
石
組
み
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
ピ
ッ
ト
か
ら
焼
土
、
炭
化
物
、
焼
け
た
土
器
片
等
が
出
土
、
炉
址
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
１
４
ト
レ
ン

チ
側
に
は
細
長
い
石
で
組
ま
れ
た
深
さ
四
〇
セ
ン
チ
、
直
径
四
〇
セ
ン
チ
の
ピ
ッ
ト
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
内
部
に
は
鹿
角
が
入
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
貯
蔵
庫
と
考
え
ら
れ

た
。
そ
の
外
、
こ
の
石
組
ピ
ッ
ト
の
東
側
に
は
石
棒
状
の
細
長
い
石
で
の
石
組
遺
構
が
出
土
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
、
ト
レ
ン
チ
西
側
へ
り
に
は
柱
穴
様
ピ
ッ
ト
が
五
ヶ
あ

り
、
南
側
に
は
壁
面
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
ん
な
こ
と
か
ら
住
居
址
と
考
え
ら
れ
た
。
た
だ
、
東
側
は
貯
蔵
庫
用
石
組
遺
構
以
外
は
住
居
址
と
考
え
ら
れ
る
証
拠
は
な

い
。
ま
た
、
１
２
ト
レ
ン
チ
の
北
側
は
黒
土
層
が
急
激
に
落
ち
込
み
が
あ
り
、
こ
の
黒
土
層
中
よ
り
玉
石
な
ど
に
よ
る
石
積
遺
構
が
発
見
さ
れ
、
ト
レ
ン
チ
北
端(

落
ち
込
み
の
線)

で
人
骨(

頭
骨
片)

が
出
土
し
た
。
そ
う
す
る
と
こ
の
石
積
遺
構
は
墓
地
と
考
え
た
方
が
妥
当
と
な
っ
て
く
る
。
住
居
地
の
内
部
に
墓
地
が
営
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
、
西
側
の
石
組 

堆
積
は
９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
と
ほ
ゞ
同
じ
で
あ
る
が
、
第
四
貝
層
ま
で
は
層
も
薄
く
な
る
。
だ
ゞ
、
第
五
貝
層
が
東
壁
で
Ｌ
ー
Ｐ
ま
で
に
わ
た
り
、
こ
の
貝
層
の
広
が
り
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
第
五
貝
層
上
に
は
、
９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
シ
ジ
ミ
貝
層
約
二
〇
セ
ン
チ
が
堆
積
し
東
側
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
同
じ

よ
う
に
破
砕
貝
混
入
黒
土
層
も
東
側
に
広
が
る
。 

９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
と
同
じ
設
定
で
あ
る
。
た
ゞ
、
調
査
途
上
に
お
い
て
、
石
積
遺
構
、
石
組
遺
構(

住
居
址
の
炉
址
？)

等
の
検
出
が
あ
り
、
昭
和
四
二
年
三
月
、
第
二
次
調
査

の
１
１
ト
レ
ン
チ
と
の
境
で
あ
る
約
五
〇
セ
ン
チ
の
ベ
ル
ト
を
と
り
１
１
ト
レ
ン
チ
と
接
続
し
、
又
、
東
側
の
１
４
・
１
５
ト
レ
ン
チ
の
境
界
を
な
し
て
い
た
ベ
ル
ト
を
と
り
、

Ｏ
ー
Ｎ
間
を
連
続
さ
せ
た
。 
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１
４
・
１
５
・
１
６
ト
レ
ン
チ(

写
真
４) 

が
炉
址
で
あ
る
と
い
う
考
え
も
薄
れ
て
く
る
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
遺
構
は
住
居
址
と
す
ぐ
考
え
な
い
で
、
現
段
階
で
は
遺
構
々
々
、
個
々
の
も
の
と
考
え
て
お
い
た
方
が

妥
当
で
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
ん
後
、
検
討
し
て
結
論
を
だ
し
た
い
。 

 

堆
積
は
１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
と
大
差
な
く
、
次
に
図
示
し
た
模
式
図
の
通
り
で
あ
る
。 
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 (

３) 

そ 
 

の 
 

他 

２
０
・
３
０
ト
レ
ン
チ 

１
１
７
の
Ｄ
Ｅ
地
区
に
は
昭
和
四
二
年
三
月
の
第
二
次
調
査
で
石
組
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。
ど
こ
ま
で
が
人
工
的
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
ゞ
、
人
工
物
と
し
て
石
皿
の

残
片
と
大
木
９
式
位
の
土
器
の
一
片
だ
け
で
あ
っ
た
。
今
回
は
こ
の
性
格
を
考
え
る
た
め
の
調
査
と
遺
構
の
範
囲
を
き
め
る
た
め
の
再
調
査
で
あ
っ
た
が
残
念
な
が
ら
よ
く
わ
か

ら
な
か
っ
た
。 

３
０
ト
レ
ン
チ
も
黒
土
の
み
で
あ
る
が
、
１
５
・
１
６
ト
レ
ン
チ
で
発
見
さ
れ
た
石
積
遺
構
と
同
じ
よ
う
に
、
東
西
約
四
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
五
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
石
積
遺

構
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
遺
構
は
ピ
ッ
ト
南
が
わ
に
、
巾
二
メ
ー
ト
ル
位
は
獣
骨
、
土
器
が
多
く
、
北
側
は
大
部
分
が
石
だ
け
で
あ
る
。
獣
骨
も
猪
の
頭
骨
が
ほ
ゞ
完
全
に
検
出

さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
１
５
・
１
６
ト
レ
ン
チ
で
発
見
さ
れ
た
石
積
遺
構
と
性
格
が
似
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

前
述
も
し
た
が
、
２
ト
レ
ン
チ
Ｒ
Ｓ
区
で
広
い
焼
土
層
の
堆
積
が
あ
っ
た
こ
と
は
８
ト
レ
ン
チ
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
ト
レ
ン
チ
は
所
々
に
攪
乱
層
が
見
ら
れ
る
の
も

特
色
で
あ
ろ
う
。 

２
０
ト
レ
ン
チ
は
黒
土
層
の
み
で
貝
散
布
な
し
、
し
か
し
、
遺
物
、
特
に
土
器
の
出
土
が
多
い
。
縄
文
晩
期
の
大
洞
Ｃ
１

式
併
行
ぐ
ら
い
の
土
器
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う

な
状
態
で
道
路
ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
。 

こ
の
ト
レ
ン
チ
で
は
第
三
混
土
層
か
ら
第
四
貝
層
中
に
発
見
さ
れ
た
ア
カ
ニ
シ
混
入
石
積
遺
構
が
あ
る
。
こ
の
石
積
は
東
西
約
三
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
メ
ー
ト
ル
範
囲
に
わ

た
り
、
ア
カ
ニ
シ
は
殼
頂
が
破
壊
さ
れ
、
な
か
に
は
貝
輪
未
成
品
様
の
も
の
が
積
ま
れ
、
所
々
に
鹿
等
の
獣
骨
も
散
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
土
器
も
多
く
、
梢
々
中
央
部
に
は
口

縁
部
が
外
反
し
、
研
磨
帯
が
あ
り
、
体
部
に
複
節(

？)

縄
文
が
施
文
さ
れ
た
土
器
が
横
倒
し
の
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
石
積
遺
構
の
性
絡
は
…
。 

１
・
２
ト
レ
ン
チ
は
調
査
ト
レ
ン
チ
と
違
っ
て
、
昭
和
四
一
年
八
月
の
第
一
次
調
査
と
似
て
、
堆
積
層
が
少
な
く
、
浅
い
状
態
で
貝
塚
が
東
側
に
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

の
だ
ろ
う
。 

以
上
が
調
査
経
過
で
あ
り
、
調
査
概
要
で
あ
る
。 

貝
塚
が
構
成
さ
れ
て
い
る
丘
陵
下
の
遺
跡
の
状
態
を
調
査
す
る
た
め
に
設
け
た
ピ
ッ
ト
で
あ
る
。 
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発
掘
調
査
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
こ
と
と
、
予
想
以
上
に
堆
積
層
が
厚
か
っ
た
た
め
、
そ
の
出
土
遺
物
の
量
も
豊
富
で
あ
る
。
そ
の
た
め
整
理
も
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
。 

出
土
遺
物
の
説
明
に
し
て
も
混
乱
を
ま
ね
く
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
整
理
の
現
段
階
で
の
認
識
と
し
、
特
徴
の
あ
る
も
の
に
と
ど
め
た
い
。 

主
な
出
土
遺
物
の
概
数
は
次
の
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
遺
物
の
点
数
も
今
後
の
整
理
の
進
行
に
よ
っ
て
多
少
の
増
減
が
あ
る
。 

土 
 

製 
 

品 

四
、
出
土
遺
物
の
概
要 

 

貝 

牙 

製 

品 

石 
 

製 
 

品 
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骨 

角 

製 
 

品 

  

 17



１
．
土 

 

製 
 

品 

(

イ) 
縄
文
土
器 

(

第
五
・
六
図) 

自
然
遺
物
に
つ
い
て
は
整
理
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
記
載
を
省
略
す
る
が
、
仙
台
湾
沿
岸
諸
貝
塚
出
土
と
大
差
な
い
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。 

(

三) 

中
部
貝
層
中
心
出
土
土
器
群(

第
六
図
、
写
真
１
０)  

(

一) 

破
砕
貝
混
入
黒
土
層
出
土
土
器
群 

 
(

第
六
図
１) 

(

二) 

最
下
部
貝
層
中
心
出
土
土
器
群 

 
(

第
五
図
、
第
六
図
３) 

所
謂
、
繊
維
土
器
で
あ
る
。
出
土
量
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。
小
破
片
が
大
部
分
で
全
体
を
知
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
口
縁
部
は
稍
々
外
反
し
、
口
唇
部
に
刻
目
の

あ
る
も
の
も
あ
る
。
体
部
の
状
態
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
底
部
が
一
点
、
底
部
に
近
い
部
分
一
点
か
ら
考
え
る
と
、
尖
底
で
あ
る
。
文
様
は
斜
行
縄
文
が
施
文
さ
れ
て
お
り
、

あ
る
表
面
採
集
品
に
は
羽
状
縄
文
の
施
文
さ
れ
た
も
の
も
存
在
し
て
い
る
。
撚
糸
文
の
圧
痕
、
裏
面
に
縄
文
さ
れ
た
も
の
、
絡
条
体
圧
痕
文
の
施
文
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

裏
面
に
は
条
痕
、
擦
痕
に
よ
っ
て
器
面
整
頓
さ
れ
て
い
る
。
繊
維
混
入
多
く
吸
水
性
が
強
い
。 

出
土
遺
物
の
八
〇
％
縄
文
土
器
片
で
あ
り
、
各
文
化
期
の
編
年
的
研
究
が
調
査
の
一
つ
の
柱
で
あ
っ
た
し
、
８
ト
レ
ン
チ
が
そ
れ
を
目
的
と
し
た
ト
レ
ン
チ
で
あ
っ
た
。

調
査
概
要
で
各
ト
レ
ン
チ
の
模
式
図
で
も
示
し
て
あ
る
よ
う
に
、
ト
レ
ン
チ
に
よ
っ
て
堆
積
が
多
少
の
違
い
が
あ
る
が
、
層
位
が
四
乃
至
五
つ
確
認
さ
れ
、
時
代
の
差
異
を

認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。(

８
ト
レ
ン
チ
模
式
図
参
照)

以
下
、
下
層
か
ら
順
次
そ
の
概
略
を
説
明
し
よ
う
。 

渦
巻
施
文
が
特
徴
で
あ
る
。
大
別
し
て
、
隆
線
文
施
文
土
器
群
と
沈
線
文
施
文
土
群
と
な
る
。
ど
ら
ら
に
し
て
も
、
口
辺
部
に
研
摩
帯
が
あ
っ
て
、
そ
の
下
部
の
文
様
帯

と
区
画
さ
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
口
縁
部
は
平
縁
と
波
状
口
縁
と
あ
り
、
直
立
か
梢
々
外
反
し
、
口
頸
部
で
し
ま
り
が
あ
り
、
胴
部
で
ふ
く
ら
む
深
鉢
形
が
基
本
で
あ
る
。 

第
五
図
１
～
４
の
よ
う
に
隆
線
も
沈
線
も
口
辺
部
を
基
本
と
し
て
懸
垂
文
と
な
っ
て
土
器
全
体
に
文
様
が
展
開
す
る
。
な
か
に
は
、
口
縁
部
に
単
独
の
大
突
起
の
も
つ
も

の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
木
８
ｂ
式
に
見
ら
れ
る
突
起
の
発
展
、
発
達
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

底
部
は
大
部
分
が
無
文
で
あ
る
が
、
網
代
底
、
葉
文
底
も
あ
る
。 

第
六
図
３
の
よ
う
に
口
唇
部
土
面
に
朱
彩
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。 
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(

ロ) 

土 
 
 
 

偶 

(

五) 

最
上
部
黒
土
層
出
土
土
器
群 

 
(

第
六
図
９) 

(

四) 

最
上
部
貝
層
中
心
出
土
土
器
群 

 
(

第
六
図
７
・
８
、
写
真
１
１) 

全
部
破
片
で
あ
る
。
四
点(

８)

ト
レ
ン
チ
黒
土
層
出
土
で
晩
期
大
洞
Ｃ
１

式
に
併
行
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
特
徴
的
な
の
は
下
半
身
の
も
の
が
脚
が
開
脚
し
た
状
態
で
、
腹
部

に 

陵
線
施
文
の
も
の
も
松
島
町
西
ノ
兵
貝
塚
Ａ
ト
レ
ン
チ
下
部
貝
層
出
土
土
器
と
似
て
、
口
頸
部
に
一
条
め
ぐ
ら
さ
れ
、
こ
の
下
部
に
コ
字
形
の
磨
消
帯
が
あ
る
。
胴
部
の

コ
字
形
磨
消
帯
下
部
に
鮨
状
の
陵
帯
が
あ
っ
て
、
こ
の
鮨
状
と
口
頸
部
の
陵
線
に
刺
突
文
が
施
文
さ
れ
て
い
る
の
も
あ
る
。
こ
の
外
、
擦
痕
状
の
施
文
さ
れ
た
も
の(

五
図
６)

も
存
在
す
る
。 

隆
線
施
文
の
土
器
群
は
少
な
く
な
り
、
磨
消
手
法
の
発
達
し
た
渦
巻
は
な
く
な
る
。
僅
か
に
陵
線(

帯)

と
な
っ
て
、
そ
の
伝
統
が
残
る
。
沈
刻
線
文
が
盛
行
し
、
沈
刻
線

に
よ
っ
て
施
文
さ
れ
た
卵
形
の
文
様
、
懸
垂
文
様
か
ら
発
展
し
、
沈
刻
線
で
囲
ま
れ
た
Ｕ
字
形
、
コ
字
形
の
磨
消
帯
、
縄
文
帯
が
盛
ん
に
使
用
さ
れ
る
。 

こ
の
土
器
群
は
口
縁
部
が
直
立
す
る
の
が
大
半
で
底
部
は
口
縁
部
直
径
に
比
し
て
大
き
い
。
深
鉢
形
を
基
本
と
す
る
が
、
六
図
２
の
よ
う
な
糸
通
し
穴
を
持
つ
壷
形
状
の

土
器
は
珍
種
で
あ
る
。 

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
沈
刻
線
施
文
群
で
あ
る
。
こ
の
土
器
群
に
も
前
述
し
た
陵
線
が
口
辺
部
に
一
条
残
る
も
の
が
あ
る
が
、
ご
く
稀
れ
で
あ
る
。
文
様
は
口
辺
部
の
一
条
の

沈
線(

陵
線)

か
ら
幾
何
学
的
文
様
や
渦
巻
文
、
渦
巻
文
の
退
化
し
た
文
様
が
懸
垂
し
た
状
態
に
施
文
さ
れ
る
の
も
あ
る
。
ボ
タ
ン
状
突
起
、
ま
た
は
刺
突
具
に
よ
る
凹
部
も

あ
る
。
口
縁
部
の
突
起
も
小
さ
く
な
り
、
波
状
口
縁
の
突
起
の
よ
う
に
な
り
退
化
す
る
が
、
こ
ゝ
に
渦
巻
が
施
文
さ
れ
、
裏
面
に
も
渦
巻
や
Ｓ
字
状
の
沈
刻
が
な
さ
れ
る
。 

薄
手
で
羽
状
施
文
の
土
器
が
大
多
数
で
あ
る
。
器
形
も
分
化
し
、
小
形
土
器
も
多
く
な
り
、
精
粗
の
区
別
も
明
瞭
と
な
る
。
文
様
も
非
常
に
単
純
化
し
、
口
頸
部
に
条
線

化
し
て
集
約
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。 

縄
文
が
大
半
を
占
め
る
が
、
撚
糸
の
回
転
施
文
が
多
く
な
る
。
器
形
も
小
形
が
多
く
な
り
、
器
形
も
分
化
す
る
。 

以
上
概
括
的
に
五
群
に
分
類
し
て
説
明
し
た
が
、
ど
こ
ま
で
も
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。 

時
代
的
に
は
二
・
三
型
式
の
も
の
が
混
在
し
て
い
る
が
、
縄
文
晩
期
中
頃
の
も
の
で
あ
る
。 
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２
．
石 

 

製 
 

品( 
 

（
第
一
一
図) 

(

ハ) 

軽
石
製
浮
子 

 
(

写
真
１
８) 

(

ロ) 

擬
石
斧 

 
(

第
一
一
図
９
～
１
３
、
写
真
１
７) 

(

二) 

土
製
垂
飾
具 

 
 

(
写
真
１
３) 

(
ハ) 

耳 
 
 
 

飾 
 
 

(

写
真
１
３) 

(

イ) 

石
斧 

 
(

第
一
一
図
５
～
８
、
写
真
１
６) 

突
起
が
一
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 

多
数
の
石
斧
の
出
土
と
と
も
に
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
小
形
に
石
斧
状
の
形
態
に
研
磨
整
正
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
石
斧
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
最
小
の
も
の
は
約

二
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
一
ミ
リ
で
あ
る
。
何
に
使
用
さ
れ
た
も
の
か
、
中
に
は
穴
が
あ
け
ら
れ
、
垂
飾
具
の
も
の
も
あ
る
よ
う
だ
が
…
。 

糸
通
し
穴
が
あ
り
浮
子
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
は
た
し
か
で
あ
る
。
型
態
的
に
二
型
式
に
分
類
出
来
る
。
縦
型
の
も
の
、
即
ち
、
糸
通
し
穴
が
一
ヶ
の
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
も
、
短
冊
形
と
丸
形
と
あ
る
。
も
う
一
つ
は
横
型
の
も
の
で
糸
通
し
施
設
が
二
ヶ
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
本
釣
の
浮
子
と
は
考
え
ら
れ
ず
網
漁
法
の
浮
子
で

あ
る
こ
と
は
ま
ら
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
縦
型
で
も
非
常
に
大
き
く
長
軸
二
二
・
八
セ
ン
チ
に
及
ぶ
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
も
前
述
の
網
漁
法
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で 

〇

１
４
ー
Ｎ
ー
２
貝
＝
直
径
五
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
・
四
セ
ン
チ 

〇

１
０
ー
Ｎ
ー
３
灰
＝
直
径
四
・
七
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
・
七
セ
ン
チ 

〇

１
２ 
１
３
ー
Ｐ
ー
２
貝
＝
直
径
五
・
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
・
一
セ
ン
チ 

６
・
７
の
よ
う
に
二
次
的
に
利
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。 

９
・
１
０
ト
レ
ン
チ
第
三
灰
層
出
土
の
手
の
部
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
竹
管
文
が
数
条
施
文
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
木
１
０
式
に
併
行
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

他
の
一
ヶ
は
不
整
形
の
も
の
で
長
軸
五
・
三
セ
ン
チ
、
短
軸
四
・
一
セ
ン
チ
で
、
竹
管
文
に
よ
っ
て
装
飾
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。(

１
４
ー
０) 

槍
先
の
よ
う
な
形
態
を
し
て
お
り
、
長
さ
七
・
九
セ
ン
チ
で
根
元
の
部
分
に
二
穴
あ
る
。
こ
れ
に
糸
を
通
し
て
つ
る
し
た
も
の
だ
ろ
う
。(

９
・
１
０
ー
Ｎ
ー
４
貝) 

三
点
が
滑
車
形
の
耳
飾
で
大
木
１
０
式
併
行
の
も
の
で
あ
る
。
中
央
部
に
小
さ
い
穴
が
あ
け
ら
れ
、
内
二
点
は
表
裏
共
に
竹
管
文
が
施
文
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 
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３
．
骨
角
製
品 

 
(

第
七
・
八
・
九
・
一
〇
、
一
一
図) 

(

ニ) 

骨 
 

鏃 
 

(

第
八
図
６
～
１
２
、
写
真
１
９) 

(

ロ) 

釣 
 

針 
 

(

第
七
図
１
３
～
１
９) 

(

ホ) 

骨 
 

針 
(

第
八
図
１
７
～
２
２) 

(
イ) 

銛 
 

頭 
 

(

第
七
図
１
～
１
２) 

(

ハ) 

ヤ 
 

ス(

簎) 
 

(

第
八
図
１
～
５
・
１
３
、
写
真
１
９) 

ろ
う
。 

所
謂
、
古
式
離
頭
銛
が
大
部
分
で
あ
る
。
９
を
除
い
て
索
孔
の
あ
る
こ
と
は
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
型
態
的
に
は
１
～
４
ま
で
の
よ
う
鏃
的
機
能
を
果
た
す
型
態
。
次

は
５
～
８
ま
で
の
よ
う
な
一
方
の
茎
が
薄
く
な
っ
て
二
分
さ
れ
、
逆
刺
の
機
能
を
持
つ
よ
う
に
な
る
型
態
。
１
２
は
型
態
的
に
見
て
１
１
ヘ
の
橋
渡
し
を
す
る
よ
う
な
中
間

型
態(

茎
が
完
全
に
独
立)

と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
１
０
は
お
そ
ら
く
二
次
加
工
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
１
１
を
除
い
て
大
木
９
・
１
０
式
か
ら
宮
戸
Ｉ
ｂ
式
併
行
の
も
の

で
あ
る
。
１
１
は
そ
れ
よ
り
新
し
く
な
る
。 

錨
型
の
釣
針
が
予
想
よ
り
少
な
か
っ
た
。
型
態
的
に
は
、
１
３
～
１
５
の
小
型
と
１
６
～
１
９
の
大
型(

中
型
か
も
し
れ
な
い)

に
分
類
出
来
る
し
、
逆
刺
が
内
側
に
付
い

た
も
の
、
外
側
に
つ
い
た
も
の
と
あ
る
。
特
に
、
１
８
・
１
９
の
よ
う
に
曲
り
が
軸
に
対
し
て
角
度
を
持
つ
も
の(

鋭
角
の
も
の)

と
、
１
６
・
１
７
の
よ
う
に
曲
り
の
部
分

が
太
く
て
、
軸
に
対
し
て
角
度
の
あ
ま
り
も
た
な
い
も
の(

鈍
角
の
も
の)

、
フ
ト
コ
ロ
の
広
い
も
の
に
区
別
出
来
る
。
製
作
材
料
の
た
め
な
の
か
、
魚
種
の
違
い
が
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
釣
針
の
大
小
や
錨
形
の
違
い
は
魚
種
の
違
い
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

骨
鏃
と
固
定
銛
と
ど
ち
ら
に
入
れ
た
ら
よ
い
の
か
不
明
な
も
の
さ
え
あ
る
。
索
孔
・
逆
刺
の
な
い
も
の
、
比
較
的
長
い
も
の
を
こ
の
仲
間
と
し
て
分
類
し
て
見
た
。
３
～

５
の
よ
う
に
軸
部
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
付
着
し
た
も
の
が
あ
る
し
、
１
・
２
の
よ
う
に
先
と
軸
を
区
分
し
た
も
の
も
あ
る
。
特
殊
な
も
の
と
し
て
は
、
エ
イ
の
骨
を
利
用
し

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
附
着
し
た
も
の
も
あ
る
。
２
・
１
３
の
よ
う
に
軸
に
そ
が
れ
た
部
分
の
あ
る
こ
と
は
組
合
せ
の
も
の
だ
ろ
う
。 

１
１
・
１
２
の
よ
う
に
ペ
ン
先
状
の
鏃
が
特
徴
的
で
あ
る
。 

頭
部
に
索
孔
が
あ
る
。
飾
り
の
つ
い
た
も
の
も
あ
り
ヘ
ア
ピ
ン
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。 
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(

チ) 

棒
状
角
器 

 
(

第
一
〇
図) 

(

リ) 

魚
骨
製
垂
飾
具 

 
(

第
一
一
図
１
～
４
、
写
真
２
１) 

 (

へ) 

不
明
骨
角
器 

 
(

第
八
図
１
５
・
１
６
、
写
真
１
９) 

(
ト) 

骨 
 

匕 
 

(

第
九
図) 

調
査
概
略
で
説
明
し
た
よ
う
に
整
理
途
上
で
あ
っ
て
、
種
々
の
課
題
、
疑
問
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
う
か
つ
に
結
論
め
い
た
こ
と
は
言
え
な
い
。
そ 

材
料
か
ら
見
て
、
獣
骨
二
つ
割
り
し
て
製
作
し
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
５
・
６
の
よ
う
に
単
独
の
材
料
か
ら
一
つ
一
つ
製
作
さ
れ
た
の
も
あ
る
。
形
態
的
に
分
類

す
る
と
３
・
４
の
よ
う
な
間
接
の
部
分
を
残
し
た
形
態
、
８
・
９
の
よ
う
な
有
孔
の
形
態
、
５
・
６
・
８
の
よ
う
に
細
身
の
形
態
、
７
の
よ
う
な
使
用
材
料
の
違
い
か
ら
独

得
な
形
態
と
に
分
類
で
き
る
。
所
謂
、
骨
匕
は
な
い
。 

こ
の
骨
角
器
の
機
能
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
ゞ
、
鹿
角
を
さ
き
割
っ
て
研
磨
し
棒
状
に
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
一
面
は
鹿
角
の
自
然
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
先
端
が
細
く
削
ら
れ
、
角
度
を
も
っ
た
傾
斜
に
削
ら
れ
た
も
の
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
刺
突
具
の
機
能
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
先
端
部
に
刻
み
を
入
れ
て
加

工
し
区
画
し
た
も
の
、
摘
み
の
あ
る
も
の
、
及
び
有
孔
の
も
の
な
ど
が
あ
り
、
機
能
は
複
雑
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
棒
状
角
器
に
は
、
あ
る
き
ま
っ
た
長
さ
を
持
っ
た
も
の

が
あ
り
、
長
さ
で
も
二
、
三
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。 

ス
ズ
キ
の
鰓
蓋
主
骨
を
利
用
し
た
も
の
で
、
図
１
で
わ
か
る
よ
う
に
二
つ
乃
至
三
つ
の
穴
が
あ
け
ら
れ
、
こ
の
穴
を
あ
け
た
部
分
は
必
ず
打
ち
か
い
て
真
直
に
整
え
て
い

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

細
身
の
も
の
が
多
い
た
め
、
骨
匕
と
い
う
よ
り
骨
針
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
、
１
・
２
は
先
端
に
糸
通
し
穴
が
あ
る
の
で
網
針
が
な
ん
か
に
使
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

形
の
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
何
等
の
機
能
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
用
途
は
不
明
で
あ
る
。 

そ
の
他
各
種
の
人
工
遺
物
が
あ
る
が
省
略
す
る
。 

五
、
考 

 
 
 

察 
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こ
で
、
調
査
、
整
理
途
上
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
箇
条
書
に
挙
げ
て
若
干
の
私
見
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。 

② 

石
積
遺
構
・
石
組
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
石
積
遺
構
の
確
実
な
３
０
ト
レ
ン
チ
、
１
５
・
１
６
ト
レ
ン
チ
、
１
２
・
１
３
ト
レ
ン
チ
の
三
遺
構
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
と
命
名
す
る
と
、
Ｃ
は
人
骨
頭
部
破
片
の
出
土
か
ら
墓
地
と
し
て
の
埋
葬
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
Ａ
・
Ｂ
に
つ
い
て
は
不
規
則
な
積
石
で
Ａ
は
完
全
な
猪

の
頭
骨
が
二
ヶ
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
Ｂ
は
ア
カ
ニ
シ
が
積
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宮
戸
島
貝
塚
台
囲
地
区
の
Ｃ
ト
レ
ン
チ
の
石
積
遺
構(

３)

と
性
格
が
似
て
い
る
も

の
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
狩
鋪
の
さ
い
の
儀
式
＝
祭
場
の
あ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

① 

私
達
が
調
査
し
た
範
囲
内
と
現
段
階
で
は
、
前
述
の
模
式
図
が
参
考
に
な
る
が
、
最
上
層
の
堆
積
に
多
少
の
違
い
が
あ
っ
て
も
、
各
ト
レ
ン
チ
共
に
大
筋
に
於
て
は
四
ー

五
つ
の
層
位
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た(

細
分
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い)

。
そ
れ
ら
は
、
文
様
施
文
、
形
態
、
器
質
等
の
諸
特
徴
か
ら
考
え
て
、 

(
イ) 
最
下
層
黒
土
層
出
土
の
土
器
群
は
早
期
末
の
船
入
島
下
層
式
周
辺
に
併
行
す
る
も
の
と
愚
考
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
羽
状
縄
文
、
撚
糸
文
の
施
文
で
あ
る
。
た
ゞ
絡

状
体
圧
痕
文
の
施
文
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
裏
面
に
縄
文
施
文
の
も
の
な
ど
が
存
在
す
る
た
め
、
多
少
時
代
の
古
い
も
の
も
存
在
す
る
よ
う
だ
が
、
な
に
せ
資
料
不
足

で
不
明
で
あ
る
。 

(

ハ) 

中
部
貝
層
出
土
土
器
群
は
中
期
大
木
１
０
式
で
あ
る
。
た
ゞ
、
松
島
町
西
ノ
浜
貝
塚
Ａ
ト
レ
下
部
貝
層(

２)

の
土
器
群
と
は
多
少
の
違
い
が
あ
る
よ
う
だ
。
地
域
差
な

の
か
、
鰭
状
の
陵
帯
を
持
つ
土
器
群
が
少
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。
西
ノ
浜
は
前
述
の
土
器
群
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
あ
る
。
厳
密
に
見
る
と
宮
戸
島
貝
塚
梨
木
囲
地

区
出
土
の
も
の
と
西
ノ
浜
出
土
の
も
の
と
も
多
少
違
い
が
あ
る
。
現
段
階
で
は
観
測
的
予
報
を
出
な
い
が
、
西
ノ
浜
貝
塚
出
土
の
土
器
群
の
位
置
が
問
題
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。 

(

ロ) 

最
下
部
貝
層
出
土
の
土
器
群
は
縄
文
中
期
大
木
９
式
併
行
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
残
念
な
こ
と
に
大
木
９
ａ
と
９
ｂ
に
細
分
し
て
い
る
が(

１)

、
こ

れ
が
妥
当
か
ど
う
か
は
現
段
階
で
は
わ
か
ら
な
い
。
考
え
方
に
よ
っ
て
は
い
く
ら
で
も
細
分
出
来
る
が
、
そ
れ
が
型
式
的
に
位
置
づ
け
が
出
来
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
。 

(

ニ) 

最
上
部
貝
層
出
土
の
土
器
群
は
宮
戸
Ｉ
ｂ
式
に
併
行
す
る
も
の
で
あ
る
。 

石
組
遺
構
に
つ
い
て
は
、
発
掘
途
上
に
お
い
て
、
住
居
址
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。
遺
構
内
に
あ
る
石
組
で
そ
の
性
格
を
考
え
る
た
め
に
種
々
の
議
論
が
あ
る
。
そ

れ
は
住
居
に
附
属
し
た
遺
構
と
考
え
る
考
え
方
と
、
住
居
と
別
な
遺
構
と
す
る
考
え
方
の
二
つ
で
あ
る
。
現
段
階
と
し
て
は
住
居
址
に
附
属
し
た
石
組
遺
構
と
考
え
る
こ
と

は
調
査 

時
代
は
Ａ
は
後
期
初
頭(

宮
戸
Ｉ
ｂ
式)

で
あ
り
、
Ｂ
は
中
期
末(

大
木
９
・
１
９
式)
に
相
当
す
る
。
Ｃ
だ
け
が
晩
期
大
洞
Ｃ
１

式
の
埋
葬
施
設
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
外
、(

ホ)

上
部
黒
土
層
出
土
の
土
器
群
は
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
最
上
層
が
晩
期
大
洞
Ｃ
１

式
に
併
行
す
る
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
る
。 
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概
要
で
説
明
し
た
よ
う
に
否
定
的
要
素
も
あ
る
の
で
考
え
な
い
で
、
単
独
の
貯
蔵
庫
石
組
遺
構
と
し
て
お
き
た
い(

将
来
訂
正
も
あ
り
う
る)

。
い
ず
れ
に
し
て
も
生
活
遺
構

発
見
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。 

の
③ 

銛
、
釣
針
、
土
錘
、
浮
子
そ
の
他
漁
撈
用
具
多
数
出
土
し
た
こ
と
は
漁
撈
活
動
が
活
発(

４)

で
あ
っ
た
こ
と
、
特
に
、
動
物
遺
存
体
の
魚
骨
類
が
多
く
、
ま
た
、
魚
骨
層

を
な
す
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
離
頭
銛
や
釣
針
、
簎
な
ど
の
漁
獲
法
＝
沿
岸
棲
魚
の
マ
ダ
イ
、
ク
ロ
ダ
イ
、
フ
グ
、
ス
ズ
キ
、
エ
イ
類
な
ど
、
ま
た
、
沖
合
回
遊
魚

の
マ
グ
ロ
、
カ
ツ
オ
、
サ
メ
、
イ
ル
カ
等
＝
だ
け
で
な
く
、
軽
石
製
浮
子
の
横
型
や
縦
型
で
も
特
大
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
網
漁
法
の
発
達
を
考
え
ね
ば
な
ら

。
特
に
、
中
期
末
の
西
ノ
浜
貝
塚
も
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
土
製
錘
が
お
び
た
だ
し
く
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
機
能
が
錘
で
あ
れ
ば
理
解
し
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。 

な
い

註 

最
後
に
、
緊
急
調
査
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
提
言
で
あ
る
。
文
化
財
行
政
に
つ
い
て
種
々
の
問
題
な
ど
が
絡
み
あ
っ
て
、
複
雑
で
す
ぐ
解
決
さ
れ
る
と
は
考
え
な
い
が
、

破
壊
さ
れ
、
破
壊
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
遺
跡
は
緊
急
調
査
で
遺
物
の
収
集
、
記
録
保
存
を
な
す
と
い
う
方
法
だ
け
で
は
、
今
回
の
よ
う
な
古
典
的
、
学
術
上
重
要
な
遺
跡
が

次
か
ら
次
へ
と
消
滅
し
て
行
く
こ
と
だ
ろ
う
。
調
査
さ
え
実
施
す
れ
ば
と
い
う
の
で
な
く
、
そ
の
段
階
以
前
に
強
力
な
組
織
を
利
用
し
て
指
導
、
保
存
保
護
の
手
だ
て
が
な

い
わ

い

吾
々
は
最
大
限
、
遺
跡
を
保
護
す
る
こ
と
が
基
本
態
度
で
な
い
だ
ろ
う
か
。 

今
回
の
調
査
で
陸
前
地
方
縄
文
文
化
中
期
末
の
編
年
が
明
確
に
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
各
種
遺
構
の
発
見
は
南
境
人
の
生
活
を
考
え
る
上
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
漁
撈
用
具
が
多
数
出
土
し
た
こ
と
は
、
陸
前
地
方
の
漁
撈
活
動
の
研
究
が
遅
れ
て
い
る
今
日
、
研
究
活
動
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

け
で
な

。

付 
 
 

記 

実
測
図
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
阿
部
恵
、
白
鳥
良
一
、
小
井
川
和
夫
各
君
の
協
力
が
あ
っ
た
。 
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謙 

作 
 
 
 
 
｢

前 
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書｣ 

(

１) 
 

林 
 
 

 
 
 
 
 
 
｢

日
本
の
考
古
学
Ⅱ
縄
文
時
代
ー
東
北
ー｣ 

 
 

河
出
書
房 

 

昭
和
四
〇
年 

 (

３) 
 

斎 
 

良 

治 
 
 
 
 
｢

宮

県

瀬

宮
戸
台
囲
貝
塚
の
研
究｣ 

 
 

宮
城
県
の
地
理
と
歴
史 

 

昭
和
三
五
年 

(

２) 
 

後 

藤 
勝 

 
 
 
 
 
｢

埋
蔵
文
化
財
緊
急
発
掘
調
査
等
報
告｣ 

 
 

宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
三
集 

 

昭
和
四
二
年 

六
、
あ 

と 

が 

き 

藤

城

鳴

町

林 
 
 

謙 

作 
 
 
 
 
｢

前 

掲 

書｣ 

彦

斎 

藤 

良 
治 

謙

作

加 
藤 
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